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小値賀町議会の総合計画などの取り組みが評価

平成 25 年度決算認定ついて特別委員会で審議

 

議会と語ろう会を実施

次の地方統一選挙から施行

成人式にて



小値賀町議会が受賞しました
優
秀
成
果
賞
と
審
査
委
員
会
特
別
賞
を
受
賞

　
「
優
秀
成
果
賞
、
小
値
賀

町
議
会
」
と
大
き
な
会
場
に

司
会
の
声
が
響
き
ま
し
た
。

　

優
秀
賞
は
８
つ
の
議
会
が

受
賞
で
す
。
そ
の
中
か
ら
最

優
秀
賞
が
決
ま
る
の
で
す
。

　
「
第
９
回
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

大
賞
最
優
秀
成
果
賞
は
、
北

海
道
芽
室
町
議
会
」
と
の
声

が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

芽
室
町
議
会
は
、
我
々
が

議
会
改
革
の
参
考
に
し
て
い

る
議
会
の
ひ
と
つ
で
す
か
ら

当
然
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
そ
の
あ
と
、
な
ん

と「
審
査
委
員
会
特
別
賞
は
、

小
値
賀
町
議
会
」
と
の
ア
ナ

ウ
ン
ス
が
流
れ
た
の
で
す
。

　

並
み
い
る
議
会
改
革
に
取

り
組
む
先
進
議
会
を
差
し
置

い
て
、
優
秀
賞
で
も
恐
れ
多

町民と共に議会版総合計画を策定したことをメインに

　　　　　　　　　　議会改革に取り組む本町議会の姿勢を評価

い
の
で
す
が
、
そ
れ
が
審
査

委
員
会
特
別
賞
で
す
。
ビ
ッ

ク
リ
し
ま
し
た
。
お
こ
が
ま

し
い
こ
と
で
す
が
、
本
町
議

会
に
と
っ
て
快
挙
で
す
。

　

授
賞
式
は
、
11
月
14
日
、

東
京
六
本
木
ヒ
ル
ズ
森
ビ
ル

49
階
の
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
応
募
総
数
は
、

２
２
２
３
件
、
１
４
５
９
団

体
で
、
過
去
最
高
の
数
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

早
稲
田
大
学
の
北
川
先
生

を
始
め
、
地
方
自
治
の
専
門

の
先
生
な
ど
名
だ
た
る
方
々

の
出
席
の
下
、
こ
の
よ
う
な

評
価
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に

感
謝
申
し
上
げ
、
今
後
の
更

な
る
精
進
を
誓
っ
た
次
第
で

す
。
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東
京
の
六
本
木
ヒ
ル
ズ
の
森
ビ
ル
49
階
の

　
　
　

ホ
ー
ル
に
て
授
賞
式
が
厳
粛
か
つ
盛
大
に

こ
の
度
、
小
値
賀
町
議
会
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
実
行
委
員
会
主
催
、
早
稲
田
大
学
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所
及
び
毎
日
新
聞
社
共
催
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
成
果
賞
部
門
の
優
秀

賞
と
審
査
委
員
会
特
別
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
小
値
賀

町
議
会
が
現
在
、
取
り
組
ん

で
い
る
多
方
面
に
わ
た
る
議

会
改
革
の
活
動
が
評
価
さ
れ

た
も
の
で
す
が
、
特
に
、
議

会
が
総
合
計
画
を
町
民
と
共

に
策
定
し
た
こ
と
が
注
目
さ

れ
ま
し
た
。

　

町
民
と
議
会
が
な
れ
な
い

会
議
を
進
め
、
そ
れ
を
計
画

書
に
落
と
し
込
む
作
業
は
、

骨
の
折
れ
る
こ
と
で
し
た

が
、
従
来
の
行
政
の
た
め
の

計
画
と
い
う
側
面
か
ら
町
民

が
主
体
と
な
っ
て
つ
く
り
実

行
し
て
い
く
公
共
計
画
づ
く

り
へ
と
移
行
す
る
必
要
性
を

示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
選
挙
の
提

唱
者
で
あ
る
北
川
先
生
は

「
首
長
と
議
会
が
本
当
に
対

等
な
立
場
か
ら
互
い
に
切
磋

琢
磨
し
、
二
元
代
表
制
が
良

好
に
機
能
す
る
と
と
も
に
、

町
民
も
様
々
な
形
で
自
治
に

参
画
し
て
い
く
こ
と
が
地
方

分
権
時
代
に
は
必
要
で
す
。」

と
述
べ
ら
れ
、
小
値
賀
町
議

会
の
取
り
組
み
は
注
目
し
て

い
る
と
の
あ
り
が
た
い
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
８
か
月

の
長
き
に
わ
た
り
議
会
版
総

合
計
画
策
定
に
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
町
民
有
志
の
方
々

の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
場
を

借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

前日に行われたプレゼンテーション

プレゼンに対する特別賞の受賞

審査委員会特別賞受賞スピーチ

審査委員会特別賞の受賞

特別賞のトロフィー六本木ヒルズ

マニフェスト大賞優秀成果賞及び審査委員会特別賞を議会を代表して受ける立石議長

北川先生を囲んでの受賞記念の一枚

マニフェスト大賞成果賞部門
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12
月
５
日
か
ら
11
日
ま
で
12
月
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
４
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。
（
９
～
13
頁
）

　

小
値
賀
小
学
校
６
年
生
23
名
が
一
般
質
問
を
傍
聴
し
ま
し
た
が
、
本
年
２
月
に
は

「
子
ど
も
議
会
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
（
９
頁
）

　

従
来
決
算
認
定
は
９
月
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
諸
事
情
に
よ
り
12
月
会
議
に

て
平
成
25
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
合
計
２
８
２
万
２
８
０
４
円
の
不
納
欠
損
額
に
つ
い
て

の
質
問
が
集
中
。
不
納
欠
損
に
至
っ
た
経
緯
及
び
今
後
の
滞
納
整
理
の
進
め
方
等
に

質
疑
が
集
中
し
、
債
権
回
収
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
債
権
管
理
条
例
の
早
期
制
定
が

急
務
だ
と
指
摘
す
る
意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
報
告
１
件
、
特
別
会
計
補
正
予
算
案
（
７
頁
）
、
条
例
改
正
案
（
８
頁
）
、

工
事
請
負
契
約
の
変
更
な
ど
合
わ
せ
て
議
案
７
件
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
可
決

し
ま
し
た
。

　

12
月
８
日
、９
日
の
両
日
、

決
算
特
別
委
員
会
（
宮
﨑
良

保
委
員
長
）
に
お
い
て
平
成

25
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
決
算
を
審
議
し
、
11

日
の
本
会
議
で
認
定
い
た
し

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
内
容
は

上
記
の
グ
ラ
フ
と
表
に
ま
と

め
て
お
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
で
は
24
年
度
と

比
べ
歳
入
歳
出
共
に
約
６
億

円
（
18
％
）
の
減
額
に
な
り

ま
し
た
。

　

経
常
収
支
比
率
は
前
年
度

の
８
２
、６
％
か
ら
７
７
、７
％
と

4.9
％
減
少
し
、
や
や
硬
直
し

た
財
政
か
ら
良
好
な
状
態
に

近
づ
き
つ
つ
あ
る
と
い
え
ま

す
。

　[

主
な
質
疑]

◎
歳
入

問
：
町
税
の
滞
納
状
況
と
今

回
多
額
の
不
納
欠
損
額
が
出

る
に
至
っ
た
経
緯
は
？

答
：
町
税
の
滞
納
は
28
名
で

44
件
で
あ
る
。
不
納
欠
損
に

平成 25 年度一般会計及び特別会計の決算を認定
　　　　　　　12 月会議開催　小値賀小学校６年生全員が議会を傍聴

項目 金額
町税 １億 4982 万 5911 円
地方譲与税 2261 万 1000 円
利子割交付金 29 万円
配当割交付金 43 万 7000 円
株式等譲渡所得割交付金 60 万 3000 円
地方消費税交付金 2205 万 8000 円
自動車取得税交付金 370 万 9000 円
地方特例交付金 5 万 7000 円
地方交付税 17 億 4794 万円
交通安全対策特別交付金 0 円
分担金及び負担金 909 万 315 円
使用料及び手数料 4778 万 1967 円
国庫支出金 2 億 229 万 8458 円
県支出金 2 億 5043 万 4700 円
財産収入 1793 万 1197 円
寄附金 236 万 4200 円
繰入金 3959 万 7454 円
繰越金 4872 万 9279 円
諸収入 7136 万 7257 円
町債 2 億 1082 万 2000 円
歳入合計 28 億 4794 万 7738 円

項目 金額
義務的経費（39％） 10 億 8612 万円
( 内訳）　人件費 5 億 6127 万円
　　　　扶助費 1 億 8464 万円
　　　　公債費 3 億 4021 万円
投資的経費（８％） 2 億 2289 万円

（内訳）　普通建設事業費 2 億 1454 万円
　　　　災害復旧事業費 835 万円
その他の経費（53％） 14 億 7923 万円
( 内訳）　物件費 4 億 3396 万円
　　　　維持補修費 3169 万円
　　　　補助費 3 億 114 万円
　　　　積立金 2 億 8501 万円
　　　　投資出資貸付金 3221 万円
　　　　繰出金 3 億 9522 万円
支出合計 27 億 8824 万円

項目 金額
議会費 5846 万 1449 円
総務費 6 億 4422 万 3858 円
民生費 4 億 2623 万 4523 円
衛生費 2 億 3998 万 8394 円
農林水産業費 4 億 4088 万 5347 円
商工費 9056 万 5610 円
土木費 2 億 261 万 1348 円
消防費 8301 万 4681 円
教育費 2 億 3940 万 9813 円
災害復旧費 835 万 2036 円
公債費 3 億 4020 万 6778 円
諸支出金 1428 万 2000 円
予備費 0 円
歳出合計 27 億 8823 万 5837 円

と
考
え
ら
れ
る
。
債
権
管
理

条
例
や
滞
納
者
に
対
す
る
ペ

ナ
ル
テ
ィ
を
課
す
条
例
を
制

定
し
、
今
後
の
行
政
と
し
て

の
姿
勢
を
示
す
べ
き
だ
。

答
：
滞
納
整
理
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
づ
く
り
や
体
制
づ
く
り
を

整
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
必
要
で
あ
れ
ば
、
条
例

も
考
え
る
。
し
か
し
、
今
す

ぐ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

問
：
今
後
の
滞
納
整
理
に
つ

い
て
、
危
機
感
を
持
っ
て
取

り
組
む
べ
き
だ
。

答
：
平
成
26
年
度
か
ら
延
滞

金
や
督
促
手
数
料
は
取
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
危
機
感
が

足
り
な
い
と
の
指
摘
に
関
し

て
は
、
役
場
内
で
認
識
を
共

有
し
て
滞
納
整
理
に
は
取
り

組
ん
で
い
く
。

◎
歳
出

問
：
成
果
報
告
書
に
高
齢
者

等
を
狙
っ
た
悪
質
な
ト
ラ
ブ

ル
が
増
加
し
て
い
る
と
あ
る

が
、
内
容
は
？

答
：
購
入
し
て
い
な
い
の
に

代
金
の
請
求
が
来
た
の
が
３

件
、
注
文
し
て
い
な
い
の
に

品
物
が
送
っ
て
き
た
の
が
２

件
、
携
帯
電
話
で
の
嫌
が
ら

せ
メ
ー
ル
が
２
件
の
計
７
件

だ
っ
た
。

決
算
の
審
議
内
容

種類 25 年度末残高 前年度比
積立金残高 19 億 6881 万 629 円 2 億 4706 万円 増
内

訳

財政調整基金 1 億 8685 万 8502 円 26 万円 増
減債基金 3 億 2010 万 1109 円 4036 万円 増
その他 14 億 6185 万 1018 円 2 億 643 万円 増

定額運用基金 2 億 2298 万 6475 円 20 万円 増
特別会計基金 1 億 3391 万 920 円 2135 万円 減
合計 23 億 2570 万 8024 円 2 億 2591 万円 増

種類 25 年度末残高 前年度比
地方債残高 50 億 5925 万円 2 億 2514 万円 減
債務負担行為 5643 万円 3308 万円 減
合計 51 億 1568 万円 2 億 5822 万円 減

多
額
の
不
納
欠
損
額
に
質
疑
が
集
中

＊不納欠損処分とは？

滞納金で、徴収ができないと認定された額を処分することです。

この度の不納欠損処分は、法的に時効が成立したものを一挙に

洗い出したために多額となりました。

歳入合計は 28 億 4794 万 7738 円　歳出合計は 27 億 8823 万 5837 円

一般会計歳入決算グラフ一般会計歳出決算グラフ

基金残高

起債残高

歳入決算額歳出決算額

歳出決算額（性質別）

決算特別委員会 決算特別委員会宮﨑委員長

つ
い
て
は
、
議
会
及
び
監
査

委
員
か
ら
の
指
摘
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
滞
納
金
に
つ
い

て
法
的
に
時
効
が
成
立
し
て

い
る
か
ど
う
か
を
徹
底
し
て

見
直
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

消
滅
時
効
の
事
案
が
出
て
き

た
の
で
、
法
令
に
従
い
今
回

不
納
欠
損
額
と
し
て
計
上
し

た
。
滞
納
金
の
徴
収
に
つ
い

て
は
法
律
に
基
づ
き
、
き
ち

ん
と
滞
納
処
分
を
行
っ
て
い

く
こ
と
に
し
て
お
り
、
今
後

は
回
収
機
構
等
を
利
用
し
、

適
正
・
適
法
な
滞
納
整
理
を

進
め
て
い
く
。

問
：
今
回
の
不
納
欠
損
は
、

債
権
管
理
に
問
題
が
あ
っ
た
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国民健康保険事業特別会計
項目 金額 前年度比

歳入総額 4 億 8668 万 3507 円 672 万 497 円減
歳出総額 4 億 7572 万 4336 円 106 万 2117 円増
単年度収支 778 万 2614 円の赤字
不納欠損額 176 万 2974 円
繰入金 3848 万 2304 円

項目 金額 前年度比
歳入総額 1 億 7270 万 5532 円 962 万 476 円減
歳出総額 1 億 6961 万 7370 円 948 万 846 円減
単年度収支 13 万 9630 円の赤字
不納欠損額 4010 円
繰入金 1 億 4298 万円

項目 金額 前年度比
歳入総額 4 億 2169 万 6561 円 1970 万 4205 円減
歳出総額 4 億 15 万 3020 円 1506 万 58 円減
単年度収支 464 万 4147 円の赤字
繰入金 6445 万 2000 円

項目 金額 前年度比
歳入総額 4 億 1212 万 5092 円 2242 万 6240 円増
歳出総額 3 億 9572 万 2127 円 2100 万 430 円増
単年度収支 142 万 5810 円の黒字
不納欠損額 67 万 2920 円
繰入金 5926 万 7000 円

簡易水道事業特別会計

下水道事業特別会計

国民健康保険診療所特別会計

渡船事業特別会計

後期高齢者医療事業特別会計

介護保険事業特別会計

 
平
成
25
年
度
特
別
会
計
決
算
と
審
議
内
容

問　国民健康保険税で不納欠損額が176万 2974円と多額になっ

　　ているが、なぜか。

答　滞納者の中には亡くなっていたり、住所が不明などで徴収
　　不能なケースがありながら債権だけが残っていたものが　
　　あった。また、分納などの徴収事案の中に時効中断といえ
　　ないものもあったので、今回すべての債権を細かく再吟味
　　し、時効（5 年間）が成立している債権を洗い出した。こ
　　れらを合わせて今回不納欠損することにしたため。（税な
　　ど公法上の債権は時効が来ると即、消滅することになる。）

項目 金額 前年度比
歳入総額 4254 万 9371 円 123 万 3001 円減
歳出総額 4247 万 2953 円 107 万 2198 円減
単年度収支 16 万 803 円赤字
繰入金 2047 万 8000 円

項目 金額 前年度比
歳入総額 8760 万 9240 円 113 万 5682 円減
歳出総額 8346 万 9714 円 251 万 8358 円減
単年度収支 138 万 2676 円の黒字
繰入金 2993 万 8000 円

項目 金額 前年度比
歳入総額 5531 万 6313 円 443 万 7142 円減
歳出総額 5329 万 5222 円 336 万 7410 円減
単年度収支 106 万 9732 円の赤字
繰入金 1428 万 2000 円

　　国民健康保険事業特別会計補正予算（第 1 号）
　　　　749 万 4000 円を追加し、総額 5 億 144 万 4000 円に

　　歳入の主なもの　　　　　　　　　歳出の主なもの

　　繰入金　1509 万 9000 円　　　　 保険給付費　492 万円

主な質疑

問　保険税は今後どのようになるのか？

答　現在、自治体単位の保険が都道府県単位の方向で国保改革が検討さ

　　れている。将来、県下統一の保険税になることも考えられるが、現

　　段階では、保険税があまり高くならないよう医療費を抑制したり、　

　　繰入金などで税率を調整していくことにしている。

　　　　　　渡船事業特別会計補正予算（第 2 号）
　　　　　　　　630 万円を追加し、総額 7000 万円に

　　　　　歳入の主なもの　　　　　　歳出の主なもの

　　　　　繰入金　630 万円　　　　　渡船事業費　630 万円

主な質疑

問　「さいかい」のリプレイスは考えているのか？

答　「はまゆう」と同様に航路対策協議会分科会で検討したい。

　　　　介護保険事業特別会計補正予算（第 2 号）
　　　　　63 万 6000 円を減額し、総額 4 億 4198 万円に

　　歳入の主なもの　　　　　　　歳出の主なもの

　　繰入金　63 万 6000 円減　　　介護予防事業費　　82 万円減

　
　　

12
月
25
日
の
本
会
議
に
て
、
債
権
管
理
条
例
案
が
伊

藤
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
、
議
会
は
こ
れ
を
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
滞
納
金
問
題
に
端
を
発
し
、
滞
納
処

分
な
ど
の
滞
納
整
理
に
関
す
る
法
に
基
づ
く
執
行
部
の

姿
勢
に
甘
さ
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
滞
納
問
題
特
別
委

員
会
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
基
づ
く
も
の
で

す
。

　

議
会
で
は
９
月
会
議
で
不
納
欠
損
額
が
多
額
に
な
る

決
算
時
に
お
い
て
今
後
の
姿
勢
を
示
す
意
味
で
「
債
権

管
理
条
例
」
を
制
定
す
る
こ
と
を
促
す
決
議
を
し
ま
し

た
。
ま
た
、
25
年
度
の
決
算
に
お
い
て
は
、
監
査
委
員

か
ら
も
条
例
制
定
の
必
要
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
る
に
、
執
行
部
は
、
時
期
尚
早
と
し
て
、
今
定

例
会
に
お
い
て
の
条
例
案
提
出
は
見
送
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
議
員
か
ら
の
提
出
と
な
っ
た
次
第
で
す
。

　

内
容
は
、
管
理
責
任
及
び
管
理
台
帳
の
整
備
な
ど
債

権
管
理
の
体
制
と
法
令
等
に
よ
る
事
務
の
徹
底
に
つ
い

て
、
町
と
し
て
の
方
針
を
示
す
も
の
で
す
。

決算特別委員会デイサービス

町営船　はまゆう

問　24 年度と比べて入院患者数と外来患者数は

　　減っているのに、診療報酬が上がっている

　　理由は？

答　入院では重
じゅうとく

篤な患者が増えたためが 1 つの

　　理由である。また、外来では、24 年度にヘ

　　リカルＣＴを導入したことに伴い利用が増え

　　たことが 2 つ目の理由であると考えている。

問　収入未済額が減少しているのは？

答　平成 24 年度から分納誓約書を徹底し、納付

　　してもらった。職員の緊張感の中で実績が上

　　がっている。

   

今
回
、
滞
納
金
の
徹
底
し
た
整
理
を
行
っ
た
こ
と

で
、
特
別
会
計
に
も
一
部
に
不
納
欠
損
額
が
生
じ
て

い
ま
す
。
法
的
に
時
効
が
成
立
し
た
も
の
を
洗
い
出

し
た
結
果
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
滞
納
金
の
整
理
に

関
し
て
行
政
と
し
て
の
甘
さ
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘

し
、
今
後
の
姿
勢
と
対
応
策
に
つ
い
て
早
急
に
方
針

を
示
す
よ
う
決
算
特
別
委
員
会
で
求
め
ま
し
た
。

平成 26 年度特別会計補正予算
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出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
格
差
を
是
正

　

補
償
制
度
対
象
外
の
支
給
額
を
ア
ッ
プ

　

小
値
賀
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
が
出
産
し
た
時

は
、
出
産
育
児
一
時
金
42
万

円
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

し
か
し
、
今
ま
で
産
科
医

療
補
償
制
度
未
加
入
分ぶ

ん
べ
ん娩

機
関
で
の
出
産
の
場
合
は

３
万
円
下
回
っ
た
39
万
円
の

支
給
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
は
、
産
科
医

療
補
償
制
度
対
象
外
の
場
合

の
支
給
額
を
39
万
円
か
ら

40
万
４
０
０
０
円
に
す
る
も

の
で
す
。

　

そ
の
他
の
場
合
は
今
ま
で

ど
お
り
出
産
育
児
一
時
金
は

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

　
　
　
　
　

対
策
行
動
計
画
を
策
定

　
　

全
国
的
・
世
界
的
な
流
行
に
備
え
を

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

お
よ
そ
10
年
か
ら
40
年
の
周

期
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
近
年
、
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
等

が
懸
念
さ
れ
、
大
流
行
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
は
こ

の
度
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
行
動
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

本
町
で
も
、
対
策
行
動
計

画
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、未
発
生
期
、

海
外
発
生
期
、
町
内
未
発
生

期
、
町
内
発
生
期
、
町
内
感

染
期
、
小
康
期
な
ど
発
生
状

況
の
段
階
に
よ
っ
て
、
取
る

べ
き
対
策
や
行
動
を
予

あ
ら
か
じめ

決
め
て
い
ま
す
。

　

基
本
的
な
戦
略
と
し
て

は
、「
感か

ん
せ
ん染
拡
大
を
可
能
な

限
り
抑
制
し
流
行
の
ピ
ー
ク

を
遅
ら
せ
医
療
体
制
の
負ふ

か荷

を
軽
減
す
る
こ
と
」、「
医
療

提
供
の
業
務
又
は
町
民
生
活

の
安
定
維
持
に
努
め
る
こ

と
」
な
ど
を
主
眼
に
お
い
て

い
ま
す
。

　　11 月会議

　　職員給与表水準を修正し
　　　　全体的には引き下げへ
　　　　職員の給与に関する条例を改正

　

11
月
25
日
に
11
月
会
議
を

開
き
、
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
と
衆
議

院
議
員
選
挙
の
準
備
経
費
等

の
補
正
予
算
案
を
審
議
し
、

い
ず
れ
も
原
案
可
決
し
ま
し

た
。

　

こ
の
度
の
職
員
給
与
に
関

す
る
条
例
改
正
は
、
若
年
層

と
ベ
テ
ラ
ン
の
給
与
格
差
を

縮
め
る
こ
と
と
職
員
給
与
表

水
準
を
全
体
的
に
引
き
下
げ

る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
国
の
公
務
員
給

与
改
正
に
準
じ
て
行
わ
れ
る

も
の
で
、
ベ
テ
ラ
ン
に
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
昇
級
に
よ
る
給

与
カ
ー
ブ
が
水
平
に
近
づ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

 平成 26 年度一般会計補正予算（第 3 号）
　　　　2915 万円を追加し、総額 30 億 812 万円に

歳入の主なもの　　　　　　　　歳出の主なもの

　地方交付税　        1790 万円　　総務費　730 万 7000 円

　県支出金　　677 万 1000 円　　諸支出金　       630 万円　

今回の補正は、衆議院議員選挙（総務費）に伴うものと、

はまゆうの修理に関連する繰出金（諸支出金）が主なもの。

小値賀小学校 6 年生の初の議会傍聴の

感想をいただきました。

こんなことが決まりました

　

　

12
月
５
日
の
本
会
議
一
般

質
問
を
小
値
賀
小
学
校
６
年

生
全
員
が
、傍

ぼ
う
ち
ょ
う
聴
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
真
剣
な
ま
な
ざ

し
で
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

後
日
、
そ
の
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
全
員
の
感
想

が
綴
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
と
て
も
き
れ
い
な
字
で

率
直
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
て

お
り
、
感
激
し
ま
し
た
。

　

感
想
の
コ
ピ
ー
は
議
会
事

務
局
に
置
い
て
い
ま
す
の

で
、
関
心
の
あ
る
方
は
申
し

出
て
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　

２
月
２
日
に
は
、
小
６
の

皆
さ
ん
に
よ
る
子
ど
も
議
会

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

42
万
円
で
す
。
ご
承
知
の
よ

う
に
、
こ
の
出
産
育
児
一
時

金
は
分
娩
医
療
機
関
に
直
接

支
払
わ
れ
ま
す
。

今回の一般質問には 4

人の議員が登壇し、高

齢者問題、産業振興問

題などについて質
ただ

しま

した。

4 人の議員の質問はいず

れも本町の大きな課題

であり、興味深い議論

が期待されました。

内容は次のとおりです。

宮﨑議員

　「空き家を利用した地

　域密着型の介護ケア

　システム作りについ

　て」

末永議員

　「これからの観光業の

　取組について」

近藤議員

　「町職員採用の考え方

　について」

　「中高生に対する進路

　情報提供の拡大につ

　いて」

浦議員

　「空き家の適正管理に

　ついて」

小値賀町議会だより第 90 号（9）　

次ページへ
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支
え
合
う
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
づ
く
り
に
努
力

　
　
　

レ
ベ
ル
の
高
い
観
光
素
材
を
提
供
し
な
が
ら
今
後
十
分
協
議

【
問
】
末
永
議
員

　

今
日
に
お
け
る
第
1
次
産

業
、
特
に
漁
業
は
、
燃
油
高

騰
や
魚
価
の
低
迷
の
中
で
、

苦
境
に
あ
え
い
で
い
る
。
早

急
に
零
細
漁
業
者
の
所
得
を

あ
げ
る
対
策
が
必
要
で
あ

る
。

　

従
来
の
漁
一
本
や
り
の
や

り
方
で
は
窮
地
を
打
開
で
き

る
手
立
て
は
な
い
よ
う
に
思

う
。
今
ま
で
は
生
活
の
糧
で

あ
っ
た
海
で
あ
る
が
、
こ
れ

を
さ
ら
に
有
効
に
活
用
す
る

た
め
に
、
観
光
な
ど
他
の
産

業
と
の
共
同
作
業
を
考
え
る

べ
き
時
が
来
て
い
る
と
思

う
。

　

漁
民
救
済
の
た
め
に
も
観

光
業
を
漁
業
振
興
策
の
カ
ン

フ
ル
剤
と
し
て
、
官
民
一
体

と
な
っ
て
取
組
む
考
え
は
な

い
か
。

　

ま
た
、
修
学
旅
行
な
ど
２

年
以
上
連
続
し
て
訪
れ
て
い

る
団
体
に
対
し
感
謝
状
な
ど

を
授
与
す
る
考
え
は
な
い
か

伺
う
。

　
【
答
】
西　

町
長

　

他
の
地
域
に
先
駆
け
た
民

泊
事
業
や
古
民
家
事
業
な
ど

が
全
国
へ
情
報
発
信
さ
れ
、

高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま

す
。

　

全
国
の
過
疎
地
域
で
も
、

第
1
次
産
業
の
低
迷
か
ら
の

脱
却
の
為
に
観
光
と
結
び
つ

け
た
地
域
振
興
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
進
む
中
、
今

後
は
、
交
流
人
口
増
を
目
指

す
厳
し
い
地
域
間
競
争
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
生
き
残
り
を

か
け
た
レ
ベ
ル
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
や
観
光
素
材
を
提
供
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　

ま
た
、
世
界
遺
産
登
録
関

連
事
業
や
佐
世
保
小
値
賀
ブ

ラ
ン
ド
観
光
事
業
を
う
ま
く

活
用
す
る
こ
と
で
質
の
高
い

独
自
の
観
光
事
業
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
第
1
次
産
業
と

絡
め
る
こ
と
で
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
が
出
来
な
い
か
、
今

後
、
漁
協
・
農
協
や
観
光
関

係
者
と
十
分
協
議
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

海
を
利
用
し
た
観
光
に
つ

い
て
、
議
会
で
も
協
議
し
て

い
る
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン

グ
等
に
お
い
て
は
漁
協
と
の

協
議
の
中
で
、
ア
ワ
ビ
等
の

採
取
な
ど
に
影
響
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
の
懸
念
も
あ

り
、
漁
業
者
の
た
め
に
な
る

説
明
が
欠
け
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
十
分
な
説
明
を
し

な
が
ら
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
感
謝
状
を
さ
し
あ

げ
る
事
に
つ
い
て
は
関
係
者

と
協
議
を
し
て
前
向
き
に
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
問
】
宮
﨑
議
員

　

近
年
、
独
居
老
人
世
帯
が

増
加
す
る
中
、
人
生
の
最
後

ま
で
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
す
た
め
、
地
域
と
密
着
し

た
介
護
予
防
を
主
体
と
し
た

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
作
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

　

さ
ら
に
、
既き

ぞ
ん存

の
介
護
施

設
を
中
心
に
地
域
に
密
着
し

た
生
活
や
心
の
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
等
の
ソ
フ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

作
り
も
必
要
と
考
え
る
。

　

例
え
ば
、
各
地
域
の
空
き

家
な
ど
を
高
齢
者
サ
ロ
ン
と

し
、
日
々
の
暮
ら
し
の
不
安

を
払

ふ
っ
し
ょ
く

拭
し
て
健
康
寿
命
を
延

ば
す
こ
と
を
考
え
る
と
か
、

地
域
で
の
通
所
介
護
と
訪
問

介
護
を
合
わ
せ
た
よ
う
な
仕

組
み
づ
く
り
な
ど
を
提
案
し

た
い
が
町
長
の
考
え
を
伺

う
。

【
答
】
西　

町
長

　

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や

高
齢
者
の
み
の
世
帯
は
、
今

以
上
に
増
加
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
、
小
値
賀
に
マ
ッ
チ

す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
の
必
要
性
は
、
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
予

防
や
交
流
に
よ
る
心
身
の
健

康
づ
く
り
等
を
目
的
と
し

て
、
自
宅
か
ら
近
い
空
き
家

を
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
も

一
つ
の
方
法
で
す
。

　

空
き
家
を
利
用
す
る
に

は
、
補
修
等
新
た
な
費
用
が

必
要
と
な
り
、
地
域
に
お
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

等
の
人
材
も
不
足
し
て
い
る

こ
と
等
か
ら
、
早
急
な
整
備

は
現
実
的
で
な
い
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
地
域
支
え
合
い

マ
ッ
プ
等
を
作
成
し
、
住
民

の
皆
さ
ん
が
地
域
の
現
状
を

認
識
し
、
解
決
策
を
見
出
し

て
い
く
取
り
組
み
な
ど
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

気
兼
ね
な
く
支
え
合
う
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み

づ
く
り
に
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

宮﨑良保議員末永一朗議員

包括支援センターの取り組み

今後高齢者の集まる場としても期待されている旧尼忠東店

民泊　郷土料理体験
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採
用
に
当
た
っ
て
は
広
く
幅
を
持
た
せ
て
い
く

【
問
】
近
藤
議
員

　

町
職
員
募
集
案
内
に
お
い

て
第
２
次
試
験
の
面
接
か
ら

約
２
週
間
程
度
で
合
否
の
通

知
を
出
す
の
が
通
常
と
思
う

が
、
合
否
を
出
さ
な
い
ま
ま

２
次
募
集
が
始
ま
っ
た
の
は

何
故
か
？

　

更
に
、
こ
の
よ
う
な
事
例

が
過
去
に
あ
っ
た
の
か
伺

う
。

　

ま
た
、
募
集
に
応
じ
る
人

が
少
な
い
場
合
、
現
職
町
職

員
の
子
弟
で
も
採
用
す
る
の

か
伺
う
。

【
答
】
西　

町
長

　

第
２
回
の
募
集
を
し
て
い

る
理
由
は
、
技
術
職
や
専
門

職
の
確
保
、
ま
た
、
定
年
退

職
者
や
中
途
退
職
者
及
び
福

祉
事
務
所
等
の
業
務
拡
大
に

よ
る
職
員
の
不
足
な
ど
に
よ

り
ま
す
。

　

次
年
度
以
降
も
定
年
退
職

者
が
数
年
続
く
状
況
で
、
優

秀
な
人
材
が
い
れ
ば
、
採
用

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

合
否
に
つ
い
て
は
、
こ
の

狭
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中

で
、
関
心
は
高
い
が
、
受
験

者
の
名
誉
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
事
も
あ
り
、
公
の
場
で
の

答
え
は
遠
慮
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
よ
う
な
事

例
は
過
去
に
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
も
、 

定
員
管
理
の

問
題
も
あ
り
、
基
本
的
に
は

退
職
補
充
の
形
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　

現
職
の
職
員
の
子
弟
を
拒

む
事
は
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
く

な
っ
て
い
る
が
、
働
き
た
く

て
も
働
く
場
所
が
な
い
人
も

い
ま
す
の
で
幅
を
持
た
せ
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

【
問
】
近
藤
議
員

　

中
学
生
及
び
高
校
生
の
進

路
に
つ
い
て
は
各
種
情
報
の

提
供
や
直
接
指
導
な
ど
実
施

し
て
お
り
、
生
徒
自
身
も
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
知
人
・
先

輩
な
ど
か
ら
の
情
報
に
よ
り

情
報
取
得
手
段
は
拡
大
し
て

い
る
と
思
う
が
、
企
業
が
推

進
し
て
い
る
リ
ク
ル
ー
タ
ー

の
活
用
に
つ
い
て
は
ど
う
考

え
る
か
伺
う
。

　

ま
た
、
本
町
出
身
の
学
生

や
若
年
層
の
社
会
人
を
招
聘

し
、
現
場
の
生
の
声
を
聞
く

機
会
を
提
供
す
る
考
え
は
無

い
の
か
伺
う
。

【
答
】
浦　

教
育
長

　

目
的
意
識
を
持
っ
て
学
校

生
活
を
送
る
中
、
主
体
的
に

自
己
の
進
路
を
選
択
決
定
で

き
る
能
力
を
高
め
る
望
ま
し

い
勤
労
観
・
職
業
観
を
形
成

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

リ
ク
ル
ー
タ
ー
と
は
、
企

業
の
職
員
採
用
を
担
当
し
て

い
る
人
で
あ
り
、
対
象
者
は

大
学
生
が
主
で
、
中
高
生
が

対
象
に
な
る
事
は
少
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
。

【
問
】
浦　

議
員

　

空
き
家
条
例
に
関
し
て
、

今
回
の
お
ぢ
か
新
聞
掲
載

が
、
初
め
て
か
。

【
答
】
西　

町
長

　

生
活
環
境
の
保
護
と
景
観

上
、
防
災
上
の
対
策
を
目
的

と
し
て
、
平
成
26
年
4
月
よ

り
「
空
き
家
等
の
適
正
管
理

に
関
す
る
条
例
」を
施
行
し
、

今
回
初
め
て
お
ぢ
か
新
聞

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

【
問
】
浦　

議
員

　

条
文
中
に
「
虫
」
と
あ
る

が
シ
ロ
ア
リ
も
含
む
の
か
。

【
答
】
西　

町
長

　

虫
と
は
、
人
体
に
被
害
を

及
ぼ
す
毛
虫
等
の
害
虫
を
想

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
シ
ロ

ア
リ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
】
浦　

議
員

　

空
き
家
を
放
置
し
た
場
合

の
罰
則
と
は
？

【
答
】
西　

町
長

　

管
理
不
全
な
空
き
家
に
つ

い
て
助
言
・
指
導
・
勧
告
・

命
令
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

当
該
所
有
者
が
正
当
な
理
由

が
な
く
命
令
に
従
わ
な
い
と

き
は
、
住
所
・
氏
名
・
空
き

家
の
所
在
地
・
命
令
の
内
容

等
を
町
の
広
報
紙
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
公
表
す
る
行
為

を
罰
則
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
命
令
に
違
反
し
た

者
は
、50
万
円
以
下
の
過
料
、

実
態
調
査
を
拒
み
、
妨
げ
た

者
は
、
20
万
円
以
下
の
過
料

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
問
】
浦　

議
員

　

空
き
家
再
生
推
進
事
業
や

空
き
家
改
修
事
業
補
助
金
に

国
庫
補
助
は
な
い
の
か
。

【
答
】
西　

町
長

　

国
庫
補
助
に
つ
い
て
は
、

市
町
村
が
所
有
者
に
対
し

て
、
負
担
す
る
こ
と
が
前
提

条
件
で
あ
り
、
そ
の
町
村
の

負
担
額
に
対
し
て
、
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
が
、
町

に
交
付
さ
れ
ま
す
。

【
問
】
浦　

議
員

　

緊
急
安
全
代
行
措
置
と
は

な
に
か
。

を
被
せ
て
強
風
等
に
よ
り
飛

ば
さ
れ
な
い
よ
う
な
応
急
措

置
を
実
施
し
ま
す
。

【
問
】
浦　

議
員

　

施
行
規
則
中
の
「
支
援
」

の
内
容
は
？

【
答
】
西　

町
長

　

老
朽
危
険
空
き
家
対
策
補

助
金
の
制
度
を
設
け
て
所
有

者
等
の
費
用
負
担
の
軽
減
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

【
問
】
浦　

議
員

　

崩
落
寸
前
の
17
戸
の
対
応

に
つ
い
て
は
？　

【
答
】
西　

町
長

　

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に

関
す
る
条
例
に
従
い
、
空
き

家
管
理
台
帳
の
作
成
を
行
っ

た
上
で
、
所
有
者
に
対
し
、

助
言
・
指
導
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

【
答
】
西　

町
長

　

高
齢
な
ど
に
よ
り
、
自
前

で
空
き
家
の
補
強
等
が
出
来

な
い
場
合
や
急
を
要
す
る
場

合
な
ど
、
所
有
者
に
代
わ
っ

て
、
町
が
最
低
限
、
網
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　

今
後
も
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
い
て
実
施　

　

小
値
賀
出
身
の
社
会
人
と

な
っ
て
い
る
若
年
層
の
人
を

招し
ょ
う
へ
い

聘
し
て
、
現
場
の
生
の

声
を
聞
く
と
言
う
事
は
大
事

な
事
で
あ
り
、
中
学
校
や
高

校
で
は
独
自
に
セ
ミ
ナ
ー
等

を
ひ
ら
い
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
も
継
続
し
て
行
っ
て
い

き
ま
す
。

近藤育雄議員浦　英明議員

役場庁舎内

小値賀に点在する空き家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

補
助
金
を
設
け
、
費
用
負
担
軽
減
を
図
る
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小
値
賀
町
議
会
の

　

総
合
計
画
策
定
の
取
り
組
み
に
注
目

11
月
21
日
、
27
日
、
28
日
に
、
漁
協
女
性
部
、
婦
人
連
絡
協
議
会
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
を
提
示
し
ま
し
た
が
、
話
は
広
範
囲
に
及
び
自
由
で
率
直
な
意
見
交
換
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
や
り
取
り
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

【
議
会
】　

水
産
物
の
加
工
に

つ
い
て
の
取
り
組
み
は
？

【
女
性
部
】　

魚
の
確
保
が
難

し
い
。
１
年
間
を
通
し
て
賃

金
が
も
ら
え
る
の
は
い
い

が
、
女
性
部
が
主
体
的
に
取

り
組
む
の
は
難
し
い
。

【
議
会
】　

所
得
を
上
げ
る
た

め
に
自
分
達
で
何
か
し
よ
う

と
は
思
わ
な
い
？

【
女
性
部
】　

以
前
に
、
売
れ

な
い
魚
を
利
用
し
て
の
朝
食

を
提
供
す
る
場
所
づ
く
り
を

提
案
し
た
が
、
何
も
動
き
が

な
い
。
場
所
が
で
き
れ
ば
、

女
性
部
が
交
替
し
な
が
ら
経

営
で
き
る
と
思
う
。

【
議
会
】　

議
会
で
も
同
様
な

意
見
が
出
て
い
る
。
主
体
と

な
る
皆
さ
ん
方
か
ら
運
営
計

画
が
示
さ
れ
本
気
度
を
示
せ

ば
、
行
政
を
動
か
す
こ
と
も

で
き
る
。
具
体
的
な
相
談
な

ど
今
後
と
も
議
会
を
活
用
し

て
ほ
し
い
。

【
女
性
部
】　

観
光
に
力
を
入

れ
て
い
る
が
土
産
物
が
少
な

す
ぎ
る
。
加
工
品
の
開
発
に

力
を
入
れ
る
べ
き
。

【
議
会
】　

誰
か
が
や
る
の
を

待
つ
の
で
は
な
く
、
皆
さ
ん

が
出
来
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
働
く
場
を
自
ら
作
る
動

き
を
期
待
す
る
。

【
女
性
部
】　
「
何
で
も
言
っ

て
く
れ
、
議
会
も
応
援
す

る
」
と
い
っ
て
く
れ
た
の
で

ち
ょ
っ
と
安
心
し
た
。
自
分

た
ち
も
考
え
て
み
た
い
。　

　

み
な
ど
が
参
考
に
な
る
。
町

を
挙
げ
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。

【
婦
人
】　

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
も
結

構
だ
が
、
今
い
る
独
身
者
を

ど
う
す
る
か
だ
。

　

11
月
19
日
内う
ち
こ子
町
議
会
議
員
ら
８

名
が
来
島
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
子
町
で
も
総
合
計
画
の
策
定
を

始
め
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
議
会
と

し
て
の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
、
本

町
の
事
例
を
参
考
に
し
た
い
と
い
う

も
の
で
し
た
。

　

議
会
中
心
に
町
民
有
志
と
共
に
進

め
ら
れ
た
本
町
議
会
の
総
合
計
画
づ

く
り
の
特
徴
と
、
地
方
分
権
時
代
に

お
い
て
は
行
政
計
画
で
は
な
く
公
共

計
画
の
性
格
が
色
濃
い
計
画
づ
く
り

が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
中
心
に
し
て

意
見
交
換
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

三
班
に
分
か
れ
た
作
業
部
会
の
進

め
方
や
ま
と
め
の
段
階
な
ど
に
お
け

る
留
意
点
な
ど
に
質
問
が
集
中
し
ま

し
た
。

　
町
民
公
募
が
う
ま
く
い
か
ず
、
町

民
有
志
を
議
員
が
勧
誘
し
て
回
っ
た

こ
と
、
町
民
と
議
会
が
一
緒
に
な
っ

て
町
の
将
来
を
話
し
合
う
と
き
の
進

め
方
な
ど
に
工
夫
が
必
要
で
あ
っ
た

こ
と
な
ど
を
、
説
明
し
ま
し
た
。

　

内
子
町
議
会
で
も
議
会
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
、
議
会

だ
よ
り
の
あ
り
方
な
ど
を
は
じ
め
情

報
提
供
の
手
段
、
通
年
議
会
導
入
な

ど
議
会
の
運
営
改
革
、
議
会
報
告
会

や
子
ど
も
議
会
の
開
催
な
ど
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
ま
し

た
。

　

内
子
町
議
会
の
皆
さ
ん
の
熱
心
な

姿
勢
に
圧
倒
さ
れ
つ
つ
、
大
変
貴
重

な
ご
意
見
を
伺
い
、
こ
ち
ら
も
有
意

義
な
時
間
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
婦
人
】　

昔
は
若
者
が
集
ま

る
場
が
あ
っ
た
。
今
は
そ
れ

が
な
い
の
が
影
響
し
て
い
る

か
も
。

【
議
会
】　

い
た
だ
い
た
意
見

は
参
考
に
し
た
い
。

　

議
会
を
傍
聴
し
て
思
う
こ

と
に
つ
い
て
次
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

【
婦
人
】　

同
じ
こ
と
を
何
回

も
質
問
し
て
い
た
。
答
弁
を

聞
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。

【
婦
人
】　

議
員
さ
ん
に
よ
っ

て
何
を
質
問
し
て
い
る
の
か

聞
き
づ
ら
い
時
が
あ
る
。

【
婦
人
】　

傍
聴
者
と
し
て
、

一
般
質
問
の
中
に
入
り
た
い

と
思
う
と
き
が
あ
る
。
一
方

的
に
質
問
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
議
論
す
る
場
が
で
き
な

い
の
か
。

【
婦
人
】　

一
般
質
問
の
回
覧

が
遅
い
。

【
婦
人
】　

議
会
を
身
近
に
感

じ
た
。
こ
の
よ
う
な
会
は
あ

り
が
た
い
。

【
議
会
】　

10
年
後
を
考
え
て

心
配
に
な
る
こ
と
は
な
い

か
。

【
婦
人
】   

介
護
施
設
が
足
り

な
い
。
若
手
が
い
な
く
な
る

状
況
が
考
え
ら
れ
る
。

【
議
会
】　

子
ど
も
達
に
将
来

帰
っ
て
来
て
も
ら
う
た
め
に

は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。

【
婦
人
】　

仕
事
が
な
い
の
が

一
番
の
問
題
だ
。

【
婦
人
】　

自
分
の
子
ど
も
は

帰
っ
て
こ
な
い
が
、
農
業
を

し
た
い
人
に
事
業
を
受
け
継

が
せ
る
制
度
が
あ
っ
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
。

【
議
会
】　

面
白
い
考
え
だ
。

そ
の
制
度
を
実
現
す
る
た
め

の
方
策
が
な
い
か
検
討
し
て

み
た
い
。

【
婦
人
】　

子
ど
も
達
が
帰
っ

て
く
る
こ
と
に
対
し
て
心
配

し
て
い
る
の
が
、
高
校
の
存

続
問
題
だ
。

【
議
会
】　

海あ
ま
ち
ょ
う

士
町
の
取
り
組

【
議
会
】　

小
値
賀
に
来
て
感

じ
た
こ
と
は
？

【
協
力
隊
】　

人
が
優
し
い
。

子
ど
も
も
進
ん
で
挨
拶
す
る

の
が
す
ご
い
と
思
っ
た
。

【
協
力
隊
】　

び
っ
く
り
し
た

こ
と
は
、
飲
み
会
。
８
か
月

で
13
キ
ロ
太
っ
た
。

【
協
力
隊
】　

町
民
運
動
会
に

は
び
っ
く
り
し
た
。

【
議
会
】　

小
値
賀
に
来
て
の

仕
事
に
つ
い
て
は
？

【
協
力
隊
】　

募
集
内
容
が

ざ
っ
く
り
し
て
い
た
の
で
、

自
分
な
り
の
イ
メ
ー
ジ
で
島

に
来
て
し
ま
っ
て
、
与
え
ら

れ
た
仕
事
と
の
間
に
ギ
ャ
ッ

プ
が
あ
っ
た
。

【
協
力
隊
】　

協
力
隊
を
う
ま

く
利
用
し
て
も
ら
え
ば
、
い

ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
と
思

う
。
中
高
生
と
の
交
流
な
ど
。

【
協
力
隊
】　

主
役
は
、
地
元

の
人
。
協
力
隊
は
脇
役
で
、

起
爆
剤
だ
と
思
っ
て
い
た

が
、
今
日
の
話
し
合
い
で
、

時
に
は
小
さ
な
始
ま
り
の
中

心
的
存
在
に
な
る
こ
と
も
あ

り
え
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら

れ
た
。

【
協
力
隊
】　

地
域
お
こ
し
の

テ
ー
マ
は
た
く
さ
ん
あ
り
、

自
分
た
ち
の
や
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
な
げ
ら
れ
そ
う
な
こ

と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。

【
協
力
隊
】　

こ
の
島
の
良
い

と
こ
ろ
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

悲
観
的
な
言
葉
も
時
々
聞
く

が
、
地
元
の
良
い
と
こ
ろ
を

自
信
を
も
っ
て
自
慢
し
、
こ

こ
に
生
ま
れ
た
誇
り
を
子
ど

も
達
に
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
う
。
そ
の
価
値
が
こ

こ
に
は
あ
る
。

愛媛県内子町議会が小値賀を視察

婦
人
連
絡
協
議
会

地
域
お
こ
し
協
力
隊

漁
協
女
性
部

今年も「議会と語ろう会」を実施
（
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止

め
議
会
改
革
に
活
か
し
ま

す
。
ま
た
、
次
回
の
選
挙
に

は
女
性
議
員
の
誕
生
を
期
待

し
ま
す
。）

漁協女性部との語ろう会

気軽に話し合う漁協女性部役員

婦人連絡協議会のみなさんとの語ろう会

地域おこし協力隊との語ろう会

婦人連絡協議会会長のごあいさつ
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昨
年
12
月
の
議
会

に
は
平
成
25
年
度
決

算
が
提
出
さ
れ
た
。

　

初
日
に
９
月
議
会

に
て
可
決
し
た
債
権

管
理
条
例
に
関
す
る

決
議
に
対
し
て
、
町
長
が
意

見
を
述
べ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
多
く
の
議
員
か
ら
矢
継

ぎ
早
に
質
問
が
な
さ
れ
た
。

　

普
通
は
静
か
に
開
始
さ
れ

る
本
会
議
だ
が
、
こ
の
よ
う

な
出
だ
し
は
珍
し
い
。

　

思
う
に
、
町
の
運
営
は
行

政
と
議
会
と
が
車
の
両
輪
だ

と
言
わ
れ
る
が
、
行
政
側
や

町
民
の
目
線
か
ら
す
れ
ば
、

や
や
も
す
れ
ば
議
会
は
軽
視

さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。

　

本
来
、
民
主
主
義
に
お
け

る
地
方
自
治
の
根
幹
は
議
会

に
あ
る
。
本
来
の
機
能
を
十

分
に
果
た
す
べ
く
、
今
、
小

値
賀
町
議
会
は
懸
命
に
議
会

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
回
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大

賞
優
秀
成
果
賞
・
審
査
委
員

会
特
別
賞
を
受
賞
し
、
町
議

会
が
東
京
で
表
彰
さ
れ
た
事

は
大
い
に
意
義
の
あ
る
こ
と

だ
。　
　
　
　

小
辻
隆
治
郎

　議員定数が 10 人から 8 人へ
　　　　小値賀町議会議員定数条例を改正
　　　　　　　分かれる 2 つの立場の意見

　

12
月
25
日
の
本
会
議
に
現

在
の
10
人
か
ら
８
人
に
す
る

小
値
賀
町
議
会
議
員
定
数
条

例
の
改
正
案
が
、
松
屋
議
員

か
ら
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果

賛
成
６
反
対
３
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
次
の
統
一
地

方
選
挙
は
定
数
８
人
で
施
行

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
議
員
定
数
削
減
案

の
提
案
理
由
は
、
町
民
か
ら

の
意
見
も
ふ
ま
え
「
人
口
減

少
や
厳
し
さ
を
増
す
町
財

政
」
の
観
点
か
ら
削
減
す
る

べ
し
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、「
議
事

機
関
と
し
て
の
機
能
を
維
持

す
る
た
め
の
数
を
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」「
一
万

人
以
上
の
自
治
体
の
場
合
と

は
考
え
方
を
変
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。」
と
の
主
張
が

あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
町
財
政
に
つ
い
て

も
、「
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
立

場
に
あ
る
議
会
の
機
能
こ
そ

今
後
の
財
政
運
営
の
健
全
化

を
図
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の

で
、
定
数
削
減
に
財
政
問
題

を
絡
め
る
の
は
お
か
し
い
」

と
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、「
現
在
課
題
が
山

積
み
、
国
の
地
方
創
生
な
ど

の
動
き
も
あ
り
、
今
こ
そ
大

事
な
時
。
戦
略
作
り
な
ど
地

域
間
競
争
に
も
そ
の
力
を
発

揮
す
べ
き
議
会
の
戦
力
を
ダ

ウ
ン
さ
せ
る
こ
と
が
本
当
に

小
値
賀
の
た
め
な
の
か
疑

問
」と
の
意
見
も
出
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
提
案
者

か
ら
は
、
２
人
削
減
す
る
こ

と
で
、
議
会
運
営
が
厳
し
く

な
る
と
自
覚
し
な
が
ら
も
、

「
定
数
を
削
減
す
る
こ
と
で

厳
し
さ
を
自
覚
し
、
少
数
精

鋭
で
こ
と
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
議
会
の
機
能
を
低

下
さ
せ
な
い
よ
う
町
民
の
力

を
借
り
て
カ
バ
ー
す
る
な
ど

の
方
法
で
乗
り
切
れ
る
。」

と
答
え
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
採
決
し
、
賛
成

多
数
で
原
案
可
決
と
な
り
ま

し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

は
議
会
の
仕
事
は
、「
わ
か

ら
な
い
」
と
こ
ろ
が
多
い
と

思
い
ま
す
。

　

議
会
は
、こ
の
４
年
間「
行

動
す
る
議
会
」「
町
民
と
と

も
に
あ
る
議
会
」「
政
策
を

提
案
す
る
議
会
」
を
目
指
し

て
『
見
え
る
化
』
を
意
識
し

た
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

た
と
え
議
員
の
数
が
少
な

く
な
っ
て
も
、
議
会
の
目
指

す
べ
き
方
向
を
見
失
う
こ
と

な
く
改
革
の
火
を
消
し
て
ほ

し
く
な
い
も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
町
民
の

み
な
さ
ん
も
、
さ
ら
に
議
会

の
仕
事
に
目
を
光
ら
せ
て
く

だ
さ
い
。

御用納めの日に議員一同で掃除した議場

「
人
口
減
少
・
厳
し
い
町
財
政
を
考
慮
し
て
削
減
へ
」

「
こ
れ
か
ら
の
10
年
が
勝
負
、
議
会
の
戦
力
ダ
ウ
ン
は
問
題
で
は
？
」

12 月第 2回会議


